
１．はじめに
　当社は総合物流会社でタンカー等の海運業、タンクターミナル事業、コンテナヤード運営事業、港運事業、倉庫業など

の事業と今回の対象とする陸運部は、危険物、化学品、油脂類、毒劇物や高圧ガスなどをタンクターミナルと危険物倉庫

での保管、取扱いとタンクローリー運送を行っており、この作業の現場は、危険があり不安全状態がある中で「安全」が重

要なテーマとなっていて、危険予測や予防、回避なども含めた安全活動は、この「安全」をどのように維持向上させていく

かが主たるテーマとして「安全の維持確保」への取組みを、色々と工夫し、色んな方法を取り入れた安全活動を進めて、安

全な作業・運転の業務を行っていますが、安全への取組みの課題は、主に「基本と手順の確実な実行」を重要事項として、

その研修指導と周知、実行状況の確認等を行っています。

　また、この保管、取扱いと運送などの実作業を安全に行う上で必要な「各種手順書」が多くあり、手順書は、手順だけで

なく、各項目に基本事項も含めていて、「基本と手順の確実な実行」「基本通り、基本の徹底」という項目を入れた研修等を

行い「なぜ？手順書があり、重要で必要なのか？」「なぜ、基本が重要なのか」ということを周知していくことに重点をおい

ていますが、中々難しい課題でもあります。

　研修指導や声掛け、職場巡回時などで、基本と手順の確実な実行を求めていますが、現場での実作業で具体的に実行す

ることが十分出来ていないこともあり、研修指導の難しさが課題となっていて、この打開への取組み方法などの改善の検

討を進めています。

　実作業での基本や手順が十分に実行出来ていないことは、事故トラブルの発生後になぜ？なぜ？を行い、そのまとめた

状況や原因の結果がデータにも顕著に出ています。

　なお、実作業時には、手順書を見ながら出来ないので、従業員は研修を受けて、手順書を確認したという「記憶の手順

書」での作業となる事と、また、一人作業が多くあり、作業の流れの中で、一部忘れ、手抜き、まあいいか、大丈夫だろう～

など、自分流的な作業になっていて、基本事項も同じような状態で、手順通りが出来ていない事が多々あります。

　このような事から、現場作業で「基本と手順」通りの実行が必要ですが、出来ていなことでの事故トラブルが起きること

を研修指導で周知していきますが、「分かりましたか？～分かりました」で、一時期を過ぎると～また～というような状態に

なってしまいます。

　この状態を工夫改善する事、研修指導を繰り返し行う事、理解しやすい内容にする事などを会社の安全衛生活動全体の

取組みの中でも重点事項として取組みを進めています。

　そして、伝わる伝え方、理解しやすい理解の求め方などと意識付けの取組みを行っていますが、危険や不安全状態の中

で安全な作業をするための「基本と手順」を確実に実行することが重要として、その取組みの内容と結果等について、以下

にまとめてみました。

奨励賞

基本と手順を作業時に具体的に実行する
研修指導の難しさへの対応

株式会社辰巳商会 陸運部
中山 誠一

ISSN 2433－8214

221221令和6年度危険物事故防止対策論文　奨励賞

基本と手順を作業時に具体的に実行する
研修指導の難しさへの対応

株式会社辰巳商会 陸運部
中山 誠一

68



２．基本と手順を作業時に具体的な実行状況の検証
　当陸運部の業務は、危険物、化学品、毒劇物や高圧ガスなどの危険性の高い貨物を貯槽タンク・危険物倉庫での保管、

取扱いとタンクローリー運送を業務としています。

　この保管、取扱いと運送の現場は、危険や不安全状態が多くあり、「安全」な作業をするために「基本と手順」を整備し

て、その周知と具体的実行への取組みを行っています。

　危険を回避し、安全な作業をするために重要な、基本と手順の研修指導、声掛け、職場巡回などで注意喚起と意識付け、

確実な実行などの確認と具体的な実行を促しています。

　しかし、残念ながら、毎年何件かの事故トラブルが発生しており、その内容は、基本と手順に関連した保護具の不適使用

や作業ミスでの被液、基本と手順の実行不十分での漏洩、バック時の接触などの事故トラブルがあり、その「発生状況や原

因」などの内容を分析すると「基本や手順」が課題としてあり、加えて「不安全行動」がありました。

　令和５年と令和６年の事故トラブルの原因等の分析では下表グラフのように不安全作業・不安全運転：２６％、手順と基

本の違反４１％、労働災害：７％、その他：２６％（確認・点検不足、バック時の候補確認不足等）など課題がある数値が出

ています。

　被液事故もあり、アルコール違反もある事から、殆どの事故トラブル発生の要因は、基本や手順に関する事か関わってい

る事になっています。

　化学品や危険物、高圧ガスの取扱いと輸送を行っている中で、事故があれば、物的な被害・損害だけでなく、漏洩トラブ

ルの他、被液という労災事故があり、これらを無くしていくことが緊急の課題として取組んでいく事が必要になっていま

す。

　危険や不安全状態がある中で予防、回避の行動の第一は、基本と手順通りが重要です。

　特に、手順の確実な実行とその作業で安全を保つための「基本」を含めた「基本と手順」を現場作業で確実に実行して

いく事が重要なテーマとなっています。

　しかし、この基本と手順が「一部抜ける、面倒、横着、まぁいいか、大丈夫だろう～」という事で十分に実行されず、事故

トラブル、漏洩や被液に繋がる事が多々あります。

　なぜ？基本や手順が十分に実行出来ていないのかの課題について事由がありました。

　それは、作業現場では、「手順書」を見ながらの作業ではないこと、つまり、手順は研修時に手順書を見て理解しますが、

その手順の内容を「記憶、意識」という事で、記憶の中の手順で作業を進めている事、また、殆どの場合一人作業になって

いて、時間的なことや急ぐ事、あれこれ気にかける事、気になる事が多い事～などから不十分になっています。

　これらの事を踏まえて、基本や手順を記憶の中に多くのデータが蓄積されるような取組み進めることとし、手順書の見

る機会を増やす、研修指導を繰り返し、繰り返し実施する、声掛け、職場巡回の他、安全衛生活動の中での重点課題として

取組む事としました。

＊このグラフは、令和５年分、令和６年分の発生原因別の割合で少し改善しています。
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３．基本と手順の周知と現場での具体的実行への研修指導
　安全作業や安全運転の現場での「安全の基本と手順」をその通りに実行すれば事故への確率は「０」に近くなるが、少し

でも手抜き、横着、面倒、まあいいか、慣れているからとした作業や運転では、事故の確率はかなり高くなるという結果が

出ています。

　この事から、作業や輸送の現場では、作業前の作業計画内容の説明時や運行前点呼時には作業計画や運行指示の内容

を確認したあと、「今日も一日、基本通りに！手順通りに！～安全に！」という指示や声掛けをしていますが「分かりまし

た！」と返事をします。

　この場合でも、分かりましたが「言葉」だけで、基本と手順の内容が伝わっていないような事があり、時 「々今日の作業

の安全の基本は？」と問うても「～～」となります。

　同じように、この「基本や手順」という事について、研修指導に参加している作業員や乗務員と指導を担当する各営業所

の管理者等に「基本」とは？「手順」とは？～と問うてみると「基本」、「手順」って、何となく分かるが、説明できない、「自

分が毎日やっている事なのか？」という返答がほとんどでした。この事から、それ以後、何回か「基本とは？ 手順とは？」と

いうテーマでの研修指導を行っています。

　研修指導の前と終了後の理解度について確認したところ、下表のような状態でした。

　この「基本とは？ 手順とは？」という研修指導を何回か行ってきて、少しづつ、理解が進んではいますが、まだ、課題があ

り、現場での作業で無意識的な作業の流れが自分で理解している手順で作業になって来ているので、その手順の確認も必

要となっています。

　個々の作業のケースで、「今、行っている作業の手順は理解していますか」と聞くと～「分かっている～つもりです」とい

う、「この作業の基本は、何ですか？」と聞くと、中々答えられない「指差し確認～かな？」～、その他は？「えっ～と～」とな

る状態で回帰してしまうことで指導研修の繰り返し、何度も実施ということが必要になっています。

　このような状態のことから「なぜ？基本や手順が必要なのか？」～これをどのように伝え、周知し、実行させて安全を確

保し、高めていく取組みを進めていく事になりました。

　現場での作業や運転で危険物、化学品と高圧ガスなどを安全確実に、取扱いと輸送するには、「基本と手順」を正しく

理解して、確実に実行・実践していく事が重要として、この「基本と手順」を従業員の皆さんが正しく理解して貰うための指

導研修を継続して行う事で基本と手順への理解を高め、事故防止への意識付けを行ってきました。

　その結果は事故原因での「基本や手順の不実施、不十分」という事が少し減少しました。

＊このグラフは、令和２年から６年の５年間の基本と
手順、不安全行動などが原因とする発生比率の変動
で基本と手順の研修指導の効果の兆しが少し見えて
きているので、引き続き,研修指導や声掛けの取組み
を進めていく事としています。
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　しかし、化学品や危険物、高圧ガスの取扱いと輸送を行っている中で、危険や不安全状態不安全行動、基本と手順が不十

分な場合に事故になる、入出庫ミス・作業ミス等で、漏洩や被液という労災事故になれば、取り返しのつかない人的被災も起

こり得ることなので、この予防、回避とその為の対策も「安全確保」の基本と手順が重要な事としています。

　昨年、労働安全衛生法が改正されて、新たに「化学物質管理者」「保護具着用管理責任者」の選任が義務化されたことか

ら、順次「講習を受講」して、選任しています。

　また、これに関連しての「リスクアセスメント」の実施も進めていく事としています。

　この他、化学品、危険物など化学物質等の取扱い、輸送という業務上の危険に対しては、下表の安全装備品などの支給と

作業現場での安全設備装置、器具などを備えています。

　最近、タンクターミナルでは、ドローンによる「構内巡視パトロール」の試行、構内のモニター監視などの試行も行って安

全性向上を図っていく取組みも進めています。

　下表のような「安全の装備、設備、用具等」は、これを使用する・着用する、活用するのは従業員であり、これを正しく着用・使

用する意識が重要なポイントになっています。

　前表のような、安全確保のためのハード面の対応も種々行っていますが、それを使うのは従業員であり、使う側、操作する

側のソフト面の補完が重要なポイントとなります。

　その為に「基本と手順」の中にこのソフト面の項目、確認するという項目などを入れるほか「なぜ必要か、今何を理解する

か、今どう行動するか～、自分のやるべき事は何か」などを含めた研修指導等を通じて理解し、実行するという取組みを行っ

ています。

　しかし、どうしても実作業時に「記憶での手順」になる事から、基本と手順が不十分になることがあるので、自分の動作、行

動で、自分への声出し確認をするよう促しています。

　また、周りからの「声掛け」や朝の作業前ミーテイングでの指示確認、構内巡視パトロール等も行っていますが、中々難し

い課題で、安全の意識付けの取組みを進めています。

４．安全衛生活動の進める体制と具体的な取組みについて
　前項のような取組みを繰り返し、続けていく必要がありますが、この安全衛生活動を進めていく為の会社と事業部（陸

運部など各部）などの体制があります。

　会社の全体的な方針をもとに各事業部で事業内容に即した具体的取組が行われています。

①　会社と事業部の安全衛生体制は下記のようになっています。

＊（陸運部では、小集団グループ制を活動単位とし、従業員は、いずれかのグループに所属します）
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②　安全活動としての会議等は、毎年、年初に「全体集会」を開催し、陸運部従業員全員が参加して、１年間の安全衛生

活動の「推進計画表」の目標や重点課題と具体的取組項目などの確認を行う集会を開催します。

③　定期的な会議等の開催は、毎月「陸運部：安全衛生会議」（各営業所長、管理職者などの参加）」を開催し、各営業

所は、毎月「職場：安全衛生会議としてのグループ会議」を開催していますが、この「グループ会議」が、実質的な活動

主体として、安全事項の確認と研修指導の機会としての機能を持っています。

　このような安全衛生活動の体制のもと、具体的な取組みとしては、「安全衛生目標」を立てて、その目標達成のため

の「陸運部重点課題」を設け、各月の「具体的取組項目」を含めた「陸運部安全衛生活動推進計画表」を作成して、活

動を進めています。

５．具体的取組項目は、法規定分、会社事項分などを基本にしています。
　陸運部が保管、取扱い、運送している貨物に関しては、危険物や化学品、高圧ガスの取扱いと運送に係る安全に関する

法規定があり、その研修指導の実施と記録が必要な事項、会社として安全に必要な諸規定やルール、各種手順書、事故防

止事項、健康に関する事項などの必要なものを各月に振り分けて「研修指導や周知」の計画を立てています。

　基本と手順の事の他、特に、被液防止のための保護具のこと、健康に関すること、漏洩防止のことと点検等に関する事項

は重要として、年２回、実施することとしています。

　安全に関する法規定の他、会社としての安全に関する規定等の他、各作業などの手順書の整備を進めて、指導研修に組

み入れて、その周知と実作業での実行することが重要とする「理解と意識付け」をもとに実作業での実行などを目的に取

組み行っています。

全体集会

＊安全衛生目標は、ここ数年は「労働災害ゼロ」「不安全行動による事故ゼロ」です。
＊陸運部重点課題は、その年度の「課題」について取組みを進める事としています。
　下表は、最近７年間の重点課題ですが「基本と手順」が主テーマとなっています。

＊全社的な最重点課題は
2024年 「小事故の撲滅・基本動作の再確認」
2025年 「作業手順の遵守」
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　以上の法規定の安全上の必要事項、会社の必要事項などを各月に振り分けて「安全衛生活動推進計画表」としていま

す。その各月の「具体的取組項目」は下表の通りです。

　この他に「３ヶ月毎の重点項目」があり、その分も別途、周知を進めています。

　このような具体的取組項目の設定のほか各事業所には安全に関連する事項があります。

　それは、タンク事業所、危険物事業所では、別途コンビナート法による、第一種事業所、第二種事業所があり「自主防災、

共同防災」なので、安全確保への意識を高めています。

＊陸運部の規則やルールと各種手順書などの主なものは、下表の通りです。

＊この項目は、タンク事業所・倉庫事業所分と運送営業所分で分けて設定しています
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　また、ISO9001の認証取得での安全性の確保とその維持への取組み、タンクターミナルでは、SOLAS条約（海上人命

安全条約）そして、タンクターミナルの「CDI-T」（ケミカルタンクターミナル国際審査機構による審査）で項目1800項目

以上の審査を受けます。

　そして、レスポンシブル・ケアとしての保安防災、労働安全衛生、物流安全、環境保全、品質保証・安全」などの維持に努

めています。

　また、化学物質管理者や特化物、有機溶剤の資格など法規定による資格が多くあり、その資格取得を積極的に進め、定

期講習なども含めて「安全意識」付けの効果があります。

６．具体的取組項目のグループ会議での研修指導と周知の方法
　安全衛生活動推進計画の具体的取組項目は、グループ会議の中で、研修指導、周知する事としていますが、各項目をどの

ように「伝えるか？」ということと、各営業所が同一内容で伝える事が重要として、資料内容を共有する事を重要なポイント

としています。

　このため、各月の項目ごとに「この項目のポイント」を分かり易くして、その内容の説明資料を作成して、各グループに送

り、その内容を活用する方法としています。

　説明資料の作成は事務所要員が交替で作成しこの作成も安全の意識付けになっています。

　この資料には具体的取組項目以外に、事故事例や、ヒヤリ事例、他社事例のほか、法改正情報や緊急伝達事項なども含

めることとしています。

　これらのグループ会議の実施内容は、法定規定、社内規定として「教育訓練実施記録」として作成し、写しを本社中央安

全衛生委員会事務局への提出と本書を各所で保存しています。

＊（事例）下表はCT/作業所のグループ会議資料で、1月開催が中旬から下旬なので、
　翌２月の取組み項目についてのポイントの説明や指導と討議を行います。
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７．これらの研修指導と安全活動の課題について
　ここからは、基本と手順の研修用資料から、その一部を抜粋した分の説明になります
＊基本という言葉は、日常多く使われていますが、具体的な事が分からないまま使われていて、基本通りにしていても、それが基本と
　分からずに言葉として使っています。
　そして、基本は「安全」に大きく関わっていることも含めて説明しました。
＊安全な作業を行うには、手順通りとして、基本は、「安全と手順」のバランスが取れている事が重要なポイントで、基本に重要性を
　理解すること。

＊次に「手順とは？」ということで、手順は「作業や仕事の流れ」を示しており、この作業などの手順が抜けると事故トラブルになる。
　手順書は、安全で確実な作業が出来るように、そして効率よく出来るものです。
　例えば、大工さんが家を建てる時は「土台～柱～そして屋根」という段取り（手順）で家を建てていきます。柱が十分でないのに屋
　根を乗せることは出来ないのです。

＊次は、手順書の意味について理解して貰う事として、なぜ手順書があるのか、手順書があることで、作業が安全上効率よく進めら
れること。
　手順書は、誰が作業をしても同じように出来て、標準化され、確実な作業が出来る。
　そして、手順書は現場の作業に即したものとして見直しをして整合性を確保すること手順書を確実に実行することで「事故」防止
になっている事の理解を促しました。
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＊手順書は、仕事や作業の流れを示しているものであり、その手順の一つひとつの手順に基本事項があること、例えば、「ホースを接
　続する作業」を行う場合の基本は、金具が合っているかの確認、パッキン、そして締め付け後、もう一度、絞め具合を確認する。
　この確認が「安全作業の手順の基本事項」であることを理解して貰いました。
　従来は、手順の流れを示す手順書ですが、これに基本事項を入れた手順書にしました。

＊この他、実作業現場の事例での手順とその基本の場面の具体的な確認をしました。
　その上で、立派な手順や基本があっても「それを実行する」事が疎かになったり、適当な作業をすれば事故になること、なぜ事故に
　なるのかの意識付けを行いました。

８．分かり易い手順書を作成する。
　基本と手順の事の理解が進んだ中で「手順書の作成」は、その手順の流れの中で重要な基本的な事項を「図や写真」を

挿入した手順書として、重要な基本ポイントが理解でき実行できるような、分かり易い手順書を作成しました。この項目の

羅列でない図や写真と注意事項を記載した手順書で、かなり理解が進みました。（下表はその手順書の一部です）

＊（事例）（タンクローリーの構内走行） ＊（タンクローリーの積場へ入る場合）
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　このような「図入り」の他「写真」を入れることで、手順書やその基本事項などの研修指導を行ってきたことで、「基

本と手順」の重要性の理解を高め、確実な実行で安全作業、安全運転を行う事のも繋がり、事故トラブル発生を減少さ

せる効果がありました。

９．まとめ
　危険物等の保管、取扱いと運送での安全を確保する取組みは多岐多様ですが、その取組みの「原点」として重要なのは「基

本と手順」であるとして、その確実な実行をすることで「事故トラブル防止、安全作業、安全運送」が達成出来るとして取組み

を進めています。

　これからも取扱貨物の危険性、現場の危険や不安全状態への「安全対応」を課題とし更に従業員の安全意識や安全行

動について手順書の改善、研修指導の進め方などの改善などを進めていく必要があり、その取組みのレベルを上げて安全

性の向上を図っていきます。

　特に安全を維持確保した作業を行う上で、作業を行う従業員が手順書をしっかり把握して実作業時に「記憶の手順」が

確実に実行できるよう工夫する事として、手順書の中に「図や写真」を挿入して分かり易く、分かり易く理解しやすい手順

書にすることで効果が高まり、理解度も向上していることがデータ的にも確認でき、この取り組みも続けます。

　これらの手順書（基本と手順）の定期的な見直し、現場の作業に即したものにしていく必要から、実作業との整合性の

確認を行うなどの事も継続的に行う事をルール化しました。

　今回のテーマの「基本と手順を作業時に具体的に実行できる研修指導の難しさへの対応」から、危険物や化学品という社

会的に重要な貨物を保管、取扱い、運送する事業者として、これからも安全維持向上にむけて、全従業員と一丸となって「安

全確保」された業務を行う事を使命として取組みを進めて、更に安全性向上の効果を高めていきます。

　現在の取り組みを更に工夫改善して効果的な取組みを進めていくこととします。

以 上

（事例）手順書で、荷役中の漏洩への予防措置と漏れ箇所、漏れ原因などを図示している。
　　　（漏れる箇所、漏れない作業、漏れ予防、漏れたらどうする、被液したらどうする）
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